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石碑表

　2023 年 6 月 23 日の午前中に、安里哲好会長、
稲田隆司常任理事、上原貞善事務局長、崎原靖
課長と 5 人で、「沖縄陸軍病院之塔」「沖縄戦
殉職医療人之碑」に献花、焼香して来た。沖縄
戦において医療人として最前線で任務に携われ
た先達の方々のために建立された塔、碑を慰霊
の日に訪ねることを通し、現役の医療人である
我々も沖縄のための医療に尽くすという真摯な
思いを強くした。医療人も戦争を知らない世代
がほとんどとなった現在、この塔、碑の歴史を
現在の医師会会員に紹介すべきと考えた。
　また、本記事を掲載するにあたり、沖縄戦直
後の沖縄の医療と公衆衛生という記録を読む機
会を得た。その中で沖縄県医学会の前身である
「沖縄医療団会議」の記事は、医学会参加者が
減少している最近の状況を考えた時に、沖縄の
医療の歴史を振り返り現役の会員の思いを新た
にする機会になると考えて追加引用した。以下
に過去の医師会雑誌からそれぞれの関連記録を
紹介する。

慰霊の日に「沖縄陸軍病院之塔」 
「沖縄戦殉職医療人之碑」に献花、焼香して 

「沖縄医療団会議」を振り返る
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■会員の諸活動 142

ながた・きしゅん

出 身 校　千葉大学医専

役　　職　元長田医院院長

沖縄戦体験と慰霊祭

沖縄陸軍病院慰霊会長　長田　紀春

　1945年２月軍医見習士官として召集され、

陸軍病院第三外科に勤務する。沖縄戦にて摩
ま

文
ぶ に

仁へ敗退した時にひめゆり壕へ看護婦・学

徒と共に避難しました。後日軍医部へ転属し

生還しました。亡き戦友の慰霊として毎年陸

軍病院慰霊祭を主催しております。

追補　　　　　　　　　　会史編纂委員会

　長田紀春先生は第二次大戦中、軍医として

南
は え
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ばる

町の沖縄陸軍病院壕で、後に糸満市摩

文仁の第三外科（ひめゆり）壕で、動員され

た看護婦及び女子学生と共に、多くの傷病兵

の治療に当たられた貴重な体験の持主である。

　地獄絵のような戦場から生還された長田紀

春先生は、戦後まもなく、沖縄陸軍病院慰霊

会を結成し、会長として毎年６月23日に慰霊

祭を行っておられる。1964年１月には摩文

仁の丘に「沖縄陸軍病院之塔」が建立された

（1992年再建）。近くには「沖縄戦殉職医療人

之碑」「ひめゆり之塔」「平和祈念公園」が

ある。

　第二次世界大戦で戦死した医療人は、医師

44名、歯科医師５名、薬剤師８名、獣医師10

名、衛生下士官と兵士40名、看護婦69名、女

子軍属100名、県外から来て沖縄戦に参加した

部隊の軍医、衛生将校142名（32都道府県）で

ある。

　長田紀春先生著『福木の白花』には次の様

に記されている。

「医療人としての任務を尽くし、不幸敵弾に

たおれた屍を戦場に晒した尊い犠牲者のあっ

たことを忘れてはならない。その人達の霊を

慰め事績を後世に伝えることは、生き残った

医療人仲間の責務である。

　1951年９月20日の理事会で全医療人団体に

よる慰霊祭の件が協議され、さらに同年10月

関係団体との協議を経て、同年11月10日、摩

文仁の殉職医療人之碑前で厳粛で盛大な祭礼

が行なわれた。その後、毎年６月23日の沖縄

慰霊の日には、医師会執行部は先ず殉職医療

人之碑に詣で供花焼香を済ませた後、摩文仁の

丘の合同慰霊祭に参列するのが習慣となった」

「福木の白花」に収載されている

長田紀春先生の短歌

・とどろ鳴る艦砲射撃に砕かれて

　　　入院壕つぶれ病兵埋まる

・切り落せし兵の脚をば埋めにゆく

　　　女子学生ら唇
くち

噛み駆ける

・壕出でてまぶしく真日を仰げども

　　　暗しと思ひぬいくさ敗れて

・黒髪を梳りてやりて乙女らは

　　　友埋めむとす野の花も添へ

・わが胸の洞に亡き戦
と も

友うずくまり

　　　摩文仁伊原に慰霊の日迎ふ

・痛きまで戦偲べと六月の雨は

　　　ひかりてわが頬を打つ

・天つ日もおだしき光
かげ

をそそげかし

　　　傷負い眠る丘のみまたに（歌碑）

（1）�沖縄戦体験と慰霊祭� �
（出展：沖縄県医師会史 2�- 祖国復帰から新会館建設まで -�P512、2011 年 3月）
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（2）戦没医療人の碑（�出展：沖縄県医師会史 -終戦から祖国復帰まで -P26、2000 年 3月）

碑の正面写真 沖縄県薬剤師会の方々との集合写真
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終わりに　
　私は今回はじめて「沖縄陸軍病院之塔」「沖
縄戦殉職医療人之碑」に献花、焼香したが慰霊
の日の午前中、現地までの車でのアクセスは混
雑することもなくスムーズに到着することが出
来た。会員の皆様もご検討いただければと考え
る。来年からは沖縄県医師会の理事者全員で行
えるように取り組みたい。

　また、「沖縄医療団会議」の議事はコロナ禍
の対応に追われる現在、終戦直後から先達が
感染症対策にいかに取り組んできたかを理解す
る一助になる。沖縄県医学会の発足の歴史的意
義を会員の皆様が再認識する貴重な資料と考え
る。時代は変わっても、会員の皆様と一緒に歴
史ある沖縄県医学会を盛り上げて行きたいと考
える。

（3）�沖縄医療団会議�（�出展：沖縄県医師会史 -終戦から祖国復帰まで -P35、2000 年 3月）
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